
蕊

会
場
、
皆
様
方
の
思
い
出

の
記
念
と
し
て
人
生
の
一

頁
に
加
え
て
頂
け
れ
ば
幸

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
当
地
区
担
当
で
常

務
理
事
で
も
あ
り
手
腕
の

持
主
、
斉
藤
充
昭
氏
の
司

会
に
よ
り
開
会
、
つ
づ
い

て
技
能
検
定
委
員
長
の
要

職
に
あ
り
且
つ
当
地
区
の

常
務
理
事
を
も
兼
務
さ
れ

て
い
る
二
村
武
次
氏
の
歓

迎
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
当

組
合
の
理
事
長
日
比
野
定

雄
氏
の
力
強
い
挨
拶
の
中

で
時
代
の
変
化
と
共
に
基

盤
強
化
の
指
針
を
発
表
さ

れ
会
員
の
方
々
の
賞
賛
を

得
拍
手
喝
釆
。

続
い
て
御
来
賓
に
は
参

議
員
議
員
三
治
重
信
先
生
、

㈱
池
田
商
店
、
㈱
森
口
健

商
、
日
本
鉄
板
㈱
、
大
同

鋼
板
㈱
、
淀
川
製
鋼
㈱
塩

ビ
五
社
代
表
松
下
電
工
㈱
、

日
辰
機
工
㈱
の
各
代
表
者

の
御
参
加
を
頂
き
、
尚
且

つ
手
厚
い
御
配
慮
を
頂
き

主
催
者
側
と
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
日
本

経
済
は
円
高
ド
ル
安
に
始

ま
り
今
年
一
年
も
前
途
多

難
の
傾
向
、
産
業
構
造
の

不
安
定
、
輸
出
不
振
、
鉄

冷
え
、
内
需
拡
大
な
ど
と

少
く
と
も
吾
々
業
界
に
は

影
響
し
て
く
る
。
お
説
に

よ
る
と
住
宅
産
業
は
昨
年

よ
り
や
強
高
調
の
き
ざ
し

が
あ
る
と
の
予
想
だ
が
楽

愛 板 第２０３号

§I．

Ｉ今
年
は
知
多
ブ
ロ
ッ
ク

の
担
当
で
１
月
蝿
日
哩
時

別
分
よ
り
知
多
半
島
内
海

三治重信先生挨拶する日比野理事長

観
は
許
さ
れ
な
い
、
国
は

今
問
題
に
な
っ
て
い
る
税

制
改
革
に
於
い
て
新
た
に

売
上
税
を
増
設
、
⑧
廃
止

？
私
達
を
取
り
ま
く
環
境

は
非
常
に
厳
し
く
、
こ
れ

か
ら
は
情
報
化
時
代
を
大

い
に
活
用
し
生
活
の
知
恵

を
発
見
し
虹
世
紀
に
向
っ

て
適
進
す
る
こ
と
に
全
力

を
注
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

酒
宴
は
最
高
潮
に
達
し

若
い
ピ
チ
ピ
チ
し
た
コ
ン

パ
ニ
オ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
も

こ
れ
又
酒
宴
に
花
を
咲
せ
、

カ
ラ
オ
ケ
大
行
進
、
思
い

思
い
の
つ
の
る
話
、
踊
り

に
熱
中
し
て
い
る
人
々
、

も
っ
と
時
間
が
欲
し
い
程

で
時
が
過
ぎ
る
の
は
早
い

腹

の
〃
魚
友
〃
に
於
て
開
催

し
県
内
各
地
よ
り
大
多
数

の
参
加
を
頂
き
大
盛
況
で

嵐昭和62年６月30日までに許可が詞了するもので、適用日前に申醐しだものについては、従

来の手数料額とする。

戦

鱗
・
識

愛 知県

板金工業組合一

私
達
準
備
委
員
と
し
て
今

後
の
励
み
と
な
り
光
栄
に

存
じ
ま
す
。

当
知
多
半
島
は
皆
様
方

御
承
知
の
如
く
周
囲
は
海

に
囲
ま
れ
、
北
西
及
び
南

東
部
は
臨
海
工
業
地
帯
で

二
’
’
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０
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０

（
、ー産

業
都
市
と
も
い

わ
れ
、
我
々
日
常

生
活
に
か
か
せ
な

い
衣
食
住
の
資
源

の
供
給
基
地
で
も

あ
り
、
又
周
囲
が

海
で
あ
る
た
め
海

の
幸
の
豊
富
な
と

こ
ろ
で
有
名
で
あ

り
、
こ
の
た
び
の

酒
宴
の
食
卓
は
如

何
で
し
た
か
、
活

魚
料
理
に
舌
鼓
を

打
た
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
又
夏

に
は
汐
干
狩
、
海

水
浴
で
賑
わ
い
常

夏
の
「
ハ
ワ
イ
」

と
も
云
う
べ
き
処

で
南
知
多
は
三
河

湾
国
定
公
園
に
も

な
っ
て
お
り
風
景

は
こ
れ
又
す
ば
ら

し
い
と
こ
ろ
で
も

あ
り
、
そ
ん
な
環

境
の
良
い
海
辺
の

名古屋市昭和区
北山町３－８－６

電話732-1226

発行広報委員会

識

弧大臣肝可の新規申鵠の喝合は許可手数料ではなく登踊免許悦の納付になりますので、別

途改正が予定されています。

◎愛知県知事許可(予定）

知駆許可については地方公共団体手数料令の改正（12月23日公布）に墓づき、県の規則で定

めることになります。現在、この規則について検肘していますか、下腿のものが有力です。

魁謝

し
散
会
、
又
の
再
会
を
望

み
家
業
の
繁
栄
と
御
健
康

を
お
祈
り
し
つ
つ
筆
を
閉

じ
ま
す
。

知
多
沼
津

雲‘

雛

(1)昭和６２年２月１５日

建設業許可申請手数料
の改正

建設業許可申羽手数料を昭和52年以来10年ぶりに改定することになりました。

群細は下肥のとおりです。

◎雌股大臣肝可

識
も
の
、
当
地
区
の
顧
問
で

あ
る
榊
原
正
一
氏
の
三
本

締
め
に
よ
り
閉
会
を
誓
言

さ
れ
最
後
に
会
員
の
方
々

へ
尚
一
層
の
団
結
を
呼
び

か
け
て
訂
年
の
門
出
を
祝

新規申腿 追脚・更新印鋼

２万円◆Ｓ万円

適用年月日

昭和62年１月令日

臆 碧

健殿粟法蝿行令

の設正による

新規申跳

５万円令７万円

追ｍ・更新申踊

２万円今Ｓ万円

適用年月日

昭和62年４月１日

開 雪

麺罰箔留頁下肥弧
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蕊 板 昭和６２年２月１５日（２）

便

過
去
に
は
、
新
春
討
講
会

と
し
て
、
協
会
主
催
で
行

わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
工

業
組
合
と
の
共
催
に
な
り

新
春
セ
ミ
ナ
ー
と
題
し
て

講
演
を
主
と
し
、
参
加
者

全
員
に
当
た
る
福
引
会
、

壁
一
望

１
月
配
日
９
時
訓
分
、

愛
知
県
産
業
貿
易
館
本
館

５
Ｆ
国
際
会
議
場
に
お
い

て
、
愛
知
県
板
金
総
合
職

業
訓
練
協
会
と
愛
知
県
板

金
工
業
組
合
の
共
催
で
、

開
か
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
赤
川
君
が

愛
知
代
表
と
し
て
２
月
虹

・
翠
日
に
四
日
市
で
開
催

さ
れ
る
全
板
青
年
部
技
能

競
技
大
会
に
出
場
す
る
事

に
な
っ
た
。
赤
川
君
ガ
ン

バ
レ
〃
”

青
年
部

々
に
仕
上
げ
、
焔
分
前
に

は
全
員
が
作
品
を
完
成
さ

せ
た
。
閉
会
式
の
後
た
だ

ち
に
審
査
が
行
わ
れ
、
採

点
の
結
果
次
の
様
に
決
っ

た
。最
優
秀
賞
赤
川
昌
久

（
東
三
）

優
秀
賞
高
柳
三
郎

（
岡
崎
）

優
秀
賞
勝
崎
正
三
（
知
多
）

佐
藤
澄
男
氏
に
よ
る
今
、

注
目
の
売
上
税
に
つ
い
て

の
説
明
は
、
職
人
の
頭
に

も
理
解
で
き
た
。

愛
知
女
子
短
期
大
学
講
師

酒
井
安
正
先
生
の
「
現
代

の
若
者
を
理
解
す
る
た
め

関
係
各
機
関
の
代
表
者
の

言
葉
や
、
協
賛
会
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
構
成
さ

れ
親
睦
を
目
的
と
さ
れ
た

も
の
だ
。

今
回
の
講
演
で
は
、
名

南
経
営
セ
ン
タ
ー
所
長
の
、

、

場選手

両
親
が
揃
っ
て
い
て
経
済

的
に
安
定
し
た
家
庭
に
、

登
校
拒
否
が
多
く
、
片
親

だ
っ
た
り
、
貧
し
い
家
庭

に
は
非
行
が
発
生
す
る
率

が
多
い
と
い
う
。

又
、
若
者
の
長
所
、
短

所
、
親
と
し
て
子
供
に
ど

の
よ
う
な
教
育
を
す
れ
ば

よ
い
か
、
ど
の
よ
う
な
人

間
像
の
親
で
あ
れ
ば
よ
い

か
、
親
も
子
供
も
こ
れ
か

ら
の
社
会
で
成
功
す
る
に

は
ど
ん
な
事
に
注
意
す
る

べ
き
か
、
２
時
間
半
通
し

た
講
演
で
、
こ
れ
ほ
ど
熱

中
し
た
時
間
は
今
ま
で
に

な
か
っ
た
。

も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
「

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
ボ
ン
ボ

ヌ
ー
ル
社
長
、
近
藤
昌
平

氏
は
、
我
々
と
同
年
代
で

も
あ
り
、
あ
り
ふ
れ
た
和

菓
子
屋
か
ら
、
現
在
も
成

長
し
つ
つ
あ
る
、
あ
の
ボ

ン
ボ
ヌ
ー
ル
を
築
き
上
げ

る
ま
で
の
経
験
談
に
は
感

動
し
た
。

〈
榊
鴨
《
》
一
宮
佐
藤

内
の
安
定
が
大
切
だ
と
か
、

に
」
は
、
年
頃
の
子
供
を

も
つ
親
と
し
て
理
屈
で
は

解
っ
て
い
て
も
、
ど
う
し

て
良
い
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
共
通
の
悩
み
に
対
し

一
つ
の
方
向
を
与
え
て
く

れ
た
。た
と
え
ば
、
商
売
繁
盛

の
大
き
な
要
員
に
、
家
庭

出

、

雑）

第
８
回
愛
板
青
年
部
技

能
競
技
大
会
が
１
月
ｕ
日

名
古
屋
職
業
訓
練
校
に
て

開
催
さ
れ
、
４
支
部
よ
り

８
名
の
選
手
が
参
加
し
た

今
回
の
競
技
大
会
は
名

古
屋
地
区
の
青
年
部
が
準

備
設
営
を
担
当
し
、
大
会

実
行
委
員
長
に
は
水
野
正

一
君
（
熱
田
南
）
が
当
っ

た
。
競
技
に
入
る
前
に
開

会
式
が
行
な
わ
れ
、
青
年

部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
平

野
副
理
事
長
と
池
田
商
店

課

技
能
競
技
大
会

最
優
秀
賞
に
赤
川
昌
久
君

鍵

鴬

蕊

露

第２０３号
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i室lｉ
篭 蕊蕊

呈動
４

社
長
よ
り
選
手
に
激
励
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
又

来
賓
と
し
て
村
上
名
古
屋

連
合
会
長
と
早
川
事
務
局

長
に
も
お
こ
し
願
っ
た
・

棚
橋
敏
光
審
査
委
員
長

の
「
始
め
」
の
合
図
で
選

手
は
一
斉
に
課
題
の
「
丸

ア
ン
コ
ー
」
の
製
作
に
と

り
か
か
っ
た
。
昼
食
を
は

さ
ん
で
競
技
が
続
け
ら
れ

標
準
時
間
の
約
１
時
間
前

に
最
初
の
選
手
が
作
品
を

提
出
し
、
他
の
選
手
も
次

蕊
ｆ

:鍔，》
蕊



木
造
の
居
住
性
が
一
番
い
い

蕊 板 第２０３号

十
匹
の
う
ち
生
後
二
十
三

日
ま
で
に
生
き
残
っ
た
の

は
わ
ず
か
九
匹
だ
っ
た
」

と
い
う
。

木
製
箱
の
仔
ネ
ズ
ミ
に

比
べ
て
金
属
性
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
仔
ネ
ズ
ミ
は
、

極
め
て
成
長
が
悪
い
、
さ

ら
に
、
解
剖
し
て
各
種
臓

器
の
重
量
を
測
定
し
た
と

こ
ろ
、
木
製
箱
に
比
べ
、

金
属
性
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
で
育
っ
た
仔
ネ
ズ
ミ
は
、

メ
ス
で
は
卵
巣
や
子
宮
、

オ
ス
で
は
精
巣
の
重
量
が

軽
く
、
臓
器
も
弱
い
こ
と

が
判
っ
た
。

同
大
で
は
、
こ
れ
ら
の

実
験
を
さ
ら
に
す
す
め
、

今
後
は
箱
内
の
温
湿
度
、

箱
自
体
の
表
面
温
度
、
マ

ウ
ス
の
体
養
温
度
等
を
測

定
し
、
今
回
の
実
験
結
果

の
理
論
づ
け
を
行
い
、
さ

ら
に
、
真
夏
の
暑
い
時
期

や
真
冬
の
寒
い
時
期
に
も

同
様
の
実
験
を
繰
り
返
し

て
い
く
方
針
だ
。
木
材
の

居
住
性
を
科
学
的
に
評
価

し
よ
う
と
す
る
動
物
実
験

は
過
去
に
も
名
古
屋
大
な

ど
に
例
が
あ
る
が
、
飼
育

期
一
年
間
、
飼
育
箱
数
三

十
箱
に
も
及
び
本
格
的
な

研
究
は
初
め
て
で
、
こ
の

成
果
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

刈
谷
望
月

山

昭
和
六
十
二
年
度
の
新

年
会
を
、
一
月
六
日
三
谷

の
松
風
園
に
於
て
、
午
後

六
時
か
ら
、
県
板
か
ら
副

理
事
長
の
平
野
さ
ん
、
事

務
局
長
の
早
川
さ
ん
、
そ

れ
か
ら
商
社
を
迎
え
、
多

数
の
参
加
を
い
た
だ
き
盛

大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
組
合
長
の
挨
拶

を
し
、
材
質
の
高
級
化
と

仕
事
の
範
囲
を
拡
げ
量
の

増
加
に
よ
り
良
い
年
に
し

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
宴
会

に
入
り
、
和
気
あ
い
あ
い

に
し
て
、
新
年
会
を
終
り

ま
し
た
。

東
三
脇
坂

【
支
部
だ
よ
り

０

東
三
板
金
新
年
会
開

取
り
除
き
、
一
箱
当
り
メ

ス
一
匹
に
し
分
娩
さ
せ
た
。

出
産
後
も
同
じ
条
件
下
で

飼
育
し
、
仔
ネ
ズ
ミ
が
一
一

十
三
日
目
に
達
す
る
ま
で

継
続
し
て
飼
育
し
た
と
い

』
フ
Ｏ

そ
の
結
果
、
判
明
し
た

こ
と
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

箱
で
は
、
仔
ネ
ズ
ミ
は
あ

ち
ら
こ
ち
ら
に
散
乱
し
て

お
り
、
母
親
は
仔
ネ
ズ
ミ

の
世
話
を
す
る
気
配
が
全

く
な
く
、
そ
の
う
ち
仔
の

体
は
冷
た
く
な
り
死
ん
で

い
っ
た
。
な
か
に
は
弱
っ

た
仔
を
喰
い
殺
す
母
親
も

い
た
と
い
う
。
そ
の
点
、

木
製
の
箱
で
は
、
母
親
は

自
分
の
産
ん
だ
仔
を
要
領

よ
く
ま
と
め
て
哨
乳
さ
せ
、

仔
に
対
す
る
気
配
り
も
よ

く
順
調
に
育
っ
た
。

木
製
箱
で
は
二
十
三
日

間
の
生
存
率
は
八
五
・
一

％
（
死
亡
率
一
四
・
九
％
）

金
属
製
箱
で
は
四
一
％
（

同
五
九
％
）
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
箱
で
は
六
・
九
％

（
同
九
三
・
一
％
）
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
箱
で
の
死

亡
率
が
圧
倒
的
に
高
い
。

同
実
験
に
か
か
わ
っ
た

同
大
同
学
部
木
村
物
理
学

の
有
馬
助
教
授
に
よ
る
と

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
箱
で

生
ま
れ
る
仔
ネ
ズ
ミ
百
三

か
記
念
に
な
る
よ
う
な
品

物
を
、
全
員
に
贈
っ
て
は

等
他
に
功
労
者
に
表
彰
状

を
作
っ
て
授
与
式
を
行
な

っ
て
は
ど
う
か
？
の
意

見
が
出
た
。

新
役
員
選
出
に
あ
た
っ

て
は
決
ま
ら
ず
、
二
度
三

度
の
投
票
に
よ
り
支
部
長

が
決
ま
る
接
戦
で
し
た
。

ち
な
み
に
新
支
部
長
に
は

若
く
や
り
手
の
、
菱
川
氏

が
選
ば
れ
る
・

今
後
の
江
南
支
部
は
、

希
望
が
持
て
る
年
の
よ
う

に
思
え
ま
す
。

エ
目
凹
ノ
く

で
始
ま
り
、
続
い
て
県
板

の
平
野
さ
ん
よ
り
、
お
言

葉
を
い
た
だ
き
、
又
事
務

局
長
の
紹
介
、
商
社
代
表

ウ
チ
ダ
さ
ん
よ
り
、
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
の
中
に

こ
の
頃
の
不
況
で
、
私
達

の
業
界
も
変
化
し
、
今
後

の
対
策
を
、
ど
の
よ
う
に

ー

(3)昭和６２年２月１５日

（
奇

帥
周
年
を
迎
え
た
今
年

１
月
５
日
午
前
９
時
か
ら

江
南
市
布
袋
の
料
理
店
八

千
代
に
於
て
、
腿
年
度
総

会
及
び
新
年
宴
会
を
開
催

し
た
。総
会
は
、
前
年
度
の
副

支
部
長
刈
谷
氏
の
開
会
の

辞
に
続
き
三
年
間
の
任
期

を
終
え
た
後
藤
支
部
長
が

挨
拶
の
中
で
「
今
後
も
新

役
員
に
協
力
し
て
支
部
の

発
展
に
な
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

次
に
事
業
報
告
そ
し
て

技
能
士
会
報
告
の
後
で
、
県

板
会
館
出
資
金
の
返
還
に

つ
い
て
の
話
が
出
る
。
こ

の
時
に
、
〔
江
南
支
部
と

し
て
の
考
え
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
。
〕
と
の
質
問
が
．

あ
り
、
支
部
と
し
て
は
、

出
資
金
が
二
万
四
千
円
の

記
憶
な
の
で
、
こ
の
金
額

を
基
本
と
す
る
。
し
か
し

こ
の
話
は
ま
だ
は
っ
き
り

し
な
い
話
と
の
こ
と
・

事
業
計
画
で
は
、
三
十

周
年
記
念
行
事
と
し
て
何

し
て
一
イ
ー
｝
た
ら
良
い
か
、

共
同
化
、
能
率
化
、
機
械

化
等
に
努
力
し
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
次
に
使
用

材
料
の
変
化
、
新
し
い
材

料
の
特
質
を
早
く
つ
か
み

合
理
的
な
工
夫
で
、
そ
の

材
質
を
生
か
し
た
、
施
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
住
宅
よ

り
木
造
住
宅
の
ほ
う
が
居

住
性
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

正
に
科
学
的
に
す
ぐ
れ
て

い
る
事
を
立
証
し
た
実
験

報
告
が
新
聞
記
事
に
の
っ

て
い
ま
し
た
の
で
お
伝
え

し
ま
す
。

静
岡
大
学
農
学
部
の
「

木
材
の
居
住
性
評
価
動
物

実
験
」
は
、
静
岡
県
木
材

協
同
組
合
連
合
会
か
ら
委

託
さ
れ
た
研
究
で
あ
る
が
、

今
年
の
四
月
か
ら
ハ
ッ
カ

ネ
ズ
ミ
六
十
匹
を
用
い
、

ヒ
ノ
キ
製
の
木
箱
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
箱
、
亜
鉛
鉄

板
製
箱
の
三
つ
の
箱
（
い

ず
れ
も
大
き
さ
は
同
じ
・

底
に
木
屑
を
敷
き
、
天
井

は
金
網
）
に
入
れ
て
、
ハ

ッ
カ
ネ
ズ
ミ
の
成
長
状
態
、

生
存
率
（
死
亡
率
）
、
性

情
器
の
発
達
状
態
な
ど
を

観
察
・
研
究
し
た
も
の
で
、

木
の
箱
の
ハ
ッ
カ
ネ
ズ
ミ

が
他
の
箱
に
比
べ
て
全
て

の
面
で
優
れ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

実
験
方
法
は
、
生
後
三

週
間
の
ハ
ッ
カ
ネ
ズ
ミ
雄

雌
各
十
匹
ず
つ
を
各
箱
に

入
れ
て
飼
育
。
八
週
間
目

か
ら
オ
ス
メ
ス
一
匹
ず
つ

を
同
じ
箱
に
二
週
間
入
れ

て
交
配
。
そ
の
後
オ
ス
を
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任
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

売
上
税
は
板
金
業
界
に
も

大
き
く
の
し
か
か
る
と
見

る
。一
億
円
以
下
の
零
細
業
者

が
圧
倒
的
な
だ
け
に
人
事

の
よ
う
に
無
関
心
で
は
い

ら
れ
な
い
。
個
々
の
人
々

が
力
を
合
わ
せ
て
真
剣
に

取
り
組
ま
な
い
と
あ
と
で

泣
き
を
み
る
事
に
な
り
か

ね
な
い
。

国
会
で
の
野
党
の
が
ん
ば

り
を
期
待
し
、
業
界
あ
げ

て
反
対
運
動
を
盛
り
上
げ

な
く
て
は
な
ら
な
い
・

減
税
ノ
ィ
、
と
増
税
に
な
る

よ
う
な
（
六
○
○
万
以
下
の

所
得
で
は
増
税
に
な
る
）

減
税
を
強
調
し
て
、
目
先

を
く
る
わ
せ
、
公
約
違
反

の
売
上
税
な
る
悪
税
の
創

設
を
強
引
に
押
し
進
め
よ

う
と
す
る
こ
と
は
、
中
曽

根
政
府
の
末
期
的
症
状
で

あ
り
誼
弁
を
使
い
国
民
を

愚
弄
し
た
事
実
は
断
じ
て

許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

何
は
と
も
あ
れ
、
今
年
も

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
チ
ヤ
レ

ン
ヂ
・
ハ
ン
グ
リ
ー
の
三

精
神
で
が
ん
ば
り
た
い
。

価
卜
蹄
稚
昧
ゆ
霊
認
塗
叩
需
錐
零
下
霊
評
鋤
睦
》
蔀
峰

ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
下
請

中
小
企
業
の
活
性
化
を
図
る
為
、
次
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
致
し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
下
さ
い
・

記

◇
名
古
屋
地
区

日
時
昭
和
駆
年
２
月
妬
日
姻
蝿
時
別
分
ｌ
肥
時

場
所
愛
知
県
自
治
セ
ン
タ
ー
岨
階
Ｅ
会
議
室

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
１
３
１
２

テ
ー
マ
及
び
講
師

。
「
円
高
と
日
本
経
済
の
ゆ
く
え
」

㈱
東
海
銀
行
調
査
部
主
任
大
谷
聡
氏

。
「
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

名
古
屋
中
小
企
業
投
資
育
成
㈱

業
務
第
二
部
主
席
調
査
役
北
村
健
二
氏

◇
三
河
地
区

日
時
昭
和
舵
年
３
月
略
日
側
喝
時
釦
分
ｌ
岨
時

場
所
愛
知
県
西
三
河
事
務
所
３
階
ホ
ー
ル

岡
崎
市
明
大
寺
本
町
一
’
四

テ
ー
マ
及
び
講
師

。
「
円
高
時
に
お
け
る
企
業
戦
略
」

岡
崎
信
用
金
庫
企
画
・
調
査
課
長
小
栗
良
司
氏

。
「
企
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

名
古
屋
中
小
企
業
投
資
育
成
㈱

業
務
第
二
部
主
席
調
査
役
北
村
健
二
氏

◇
尾
張
地
区

日
時
昭
和
田
年
３
月
肥
日
耐
追
時
釦
分
ｌ
陥
時

場
所
春
日
井
商
工
会
館
１
階
大
会
議
室

春
日
井
市
鳥
居
松
町
五
’
四
五

テ
ー
マ
及
び
講
師

。
「
円
高
時
に
お
け
る
企
業
戦
略
」

岡
崎
信
用
金
庫
企
画
・
調
査
課
長
小
栗
良
司
氏

。
「
私
の
歩
ん
で
き
た
道
」

東
洋
電
機
㈱
代
表
取
締
役
会
長
松
尾
昇
三
氏

参
加
費
無
料

申
込
先
愛
知
県
商
工
部
工
業
振
興
課
識
械
金
率
担
当

電
話
（
二
一
一
）
突
一
’
一
一
一
二
内
線
一
一
一
一
一
一
四
四

幕

Ｉ,Ｉ下
請
中
小
企
業
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｖ
１

活
路
開
拓
セ
ミ
ナ
ー

ご
案
内

一
月
二
十
八
日
㈱
晴

二
○
三
号
編
集
会
議

委
員
九
名
出
席

午
后
五
時
終
了
⑧

箇
思

受
験
料
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
月
六
日
以
降

に
当
支
部
技
能
士
会
役
員
及
び
事
務
局
に
問
い
合
せ
下

さ
い
。
〔
愛
板
三
月
号
へ
も
掲
載
し
ま
す
。
〕

舵
年
度
前
期
技
能
検
定
試
験
実
施
計
画
が
発
表
に
な

り
ま
し
た
。
実
施
日
・
実
施
要
項
は
次
の
通
り
で
す
。

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
、
又
友
人
な
ど
に
伝
言
頂
き
今

か
ら
念
頭
に
お
い
て
下
さ
る
様
ご
案
内
致
し
ま
す
。

昭和６２年度技能検定実施計画

第２０３号

い
」
と
云
い
切
る
あ
た
り

二
枚
舌
を
使
う
の
も
い
い

か
げ
ん
に
し
て
く
れ
と
云

い
た
い
。

私
に
は
支
持
す
る
特
定
の

政
党
は
な
い
。
与
党
で
も

野
党
で
も
い
い
政
治
は
い

い
の
で
あ
っ
て
悪
い
や
り

方
は
悪
い
の
だ
。

ま
し
て
個
人
の
支
持
者
な

ど
ま
っ
た
く
な
い
。

は
っ
き
り
云
っ
て
、
国
会

の
先
生
か
ら
身
近
に
い
る

市
議
会
の
先
生
ま
で
「
オ

ネ
ガ
ィ
シ
マ
ス
／
く
、
」

と
議
員
を
や
り
た
が
る
人

間
は
大
き
ら
い
な
の
だ
。

そ
れ
か
ら
、
国
家
権
力
・

警
察
権
力
な
ど
「
権
力
』

と
名
の
つ
く
も
の
に
は
や

た
ら
抵
抗
感
を
も
っ
て
い

る
。い
つ
も
云
う
様
に
私
は
人

間
が
少
々
変
っ
て
い
る
か

ら
な
の
だ
ろ
う
。

過
日
あ
る
業
界
団
体
の
人

が
、
売
上
税
反
対
集
会
で

「
選
挙
の
時
に
は
業
界
上

げ
て
自
民
党
候
補
を
応
援

し
て
来
た
。

と
こ
ろ
が
思
い
も
よ
ら
ぬ

う
ら
ぎ
り
に
あ
っ
た
。

次
の
選
挙
に
は
落
選
さ
せ

て
思
い
知
ら
せ
て
や
る
。
」

と
意
気
ま
い
て
い
た
が
、

ふ
ん
ま
ん
や
る
か
た
な
い

気
持
は
よ
く
分
か
る
と
し

て
、
も
し
法
案
が
通
過
し

新
設
さ
れ
る
事
に
な
っ
た

と
き
、
自
民
党
議
員
に
投

票
し
た
多
く
の
人
々
の
責

後

新
し
い
年
を
迎
え
、
本

来
な
ら
ば
希
望
と
期
待
に

気
持
も
新
た
に
な
る
と
こ

ろ
な
の
に
、
私
は
腹
が
立

っ
て
な
ら
な
い
。
も
の
す

ご
く
怒
っ
て
い
る
の
だ
。

元
旦
の
テ
レ
ビ
の
画
面
に

現
れ
た
中
曽
根
首
相
の
戦

後
政
治
の
総
決
算
。
し
て

や
っ
た
り
と
ば
か
り
Ｖ
サ

イ
ン
に
ス
マ
イ
ル
顔
…

こ
れ
を
見
た
途
端
パ
ン
チ

一
発
食
ら
わ
し
た
い
気
持

に
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
く
ら
い
腹
が
立
っ
て

い
る
。

何
に
腹
を
立
て
て
い
る
の

か
と
い
え
ば
、
云
う
ま
で

も
な
く
お
分
り
の
事
と
思

う
が
、
中
曽
根
政
府
の
公

約
違
反
・
ウ
ソ
つ
き
政
治

に
で
あ
る
。

昨
年
七
月
、
衆
・
参
同
日

選
挙
を
強
引
に
や
ら
か
し

三
百
余
議
席
に
ア
グ
ラ
を

か
い
て
、
や
り
た
い
放
題
・

売
上
税
創
設
、
所
得
税
減

税
な
ど
税
制
改
正
、
マ
ル

優
制
度
廃
止
、
防
衛
費
Ｇ

Ｎ
Ｐ
一
％
枠
外
し
、
老
人

法
改
正
な
ど
法
案
成
立
を

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
選
挙
中
、
首

相
が
「
国
民
の
意
に
そ
わ

な
い
も
の
は
絶
対
に
や
り

ま
せ
ん
」
と
公
約
し
た
も

の
ば
か
り
で
あ
る
だ
け
に

「
公
約
は
や
少
て
い
な

項目

受験申請

受付

実技試験

学科試験

合格発表

問題公表

実施

期間

昭和６２年４月６日(月)から

昭和６２年４月１５日附まで

昭和６２年６月１２日圏

後日詳細を発表します

昭和６２年８月３０侭到
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